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・各受け持ち患者で、2月中に1名以上疾病教室実施していきましょう。
・未打刻届に関して、業務の都合上（朝一から外部要件があり直接業務先に行っていた、またその逆で外部業務先から直帰した等々）のみが対象との事です。判断が付かない時は管理者へ相談しましょう。

＜患者様連絡事項＞
・中村　聡様～2/13の検査で採血（乳酸値）があります。スピッツは冷蔵庫にて保管してあり、1CC採血後に転倒混和し再度冷蔵庫にて15～20分保管、その後に検査の佐藤JGMへ連絡するようお願いします。
・佐々木　章洋様～疼痛時カロナール（200）3T　10回分処方となっています。

・江刺家　恵子様～レボフロキサシン錠５００ｍｇ 1 錠  1日1回　朝食後　7日分処方あり。

・本田　未来様～デイケア利用日を火・木の2回/週で利用したいと本人より希望があり、pswにお伝えしています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・黒澤　まゆみ様～落ち着かなさ訴え、夜間眠れていないようです。適宜頓服を使用しながら、精神状態の変化に注意し観察をしていきましょう。
畑山　昭夫様～自室で臥床して過ごされている。不調訴え、妄想言動なく落ち着いています。本日は吸入器の使用方法が分からない場面がありました。適宜介助していきましょう。
・泉川　ケイ子様～昨日は昼食後薬と夕食後薬、就床前薬を拒薬しているが、就床前のエチゾラムのみ服用している。対面時は素っ気なさ見られています。拒薬時はスタッフ変えたり、時間を置く等工夫し服薬促していきましょう。怠薬傾向の為、精神症状の変化にも注意し観察していきましょう。
・江刺家　惠子様～昨日11：30より発熱持続しており、今朝も3体温37.5℃、酸素飽和度92～93％。コロナウイルス・インフルエンザ抗原検査は1回目と12時間後の2回も結果：陰性。感冒症状なし。尿パット内に黄緑色の膿状の付着物多量、悪臭あり。尿一般検査実施し白血球（4+）潜血（2+）ケトン体（1+）蛋白質（4+）。馬渡Dr報告しレボフロキサシン錠５００ｍｇ 1 錠  1日1回　朝食後　7日分処方あり、飲水を促すよう指示あります。症状の観察をしていきましょう。
・川井　金一郎様～退院要求あり声高になる様子あります。配膳の為開けていたオートドアから出ようとし、スタッフ制止される事がありました。週明けに主治医に確認する事伝えています。一時的に拒薬みられています。
　　　　　　　　傾聴行い、精神症状の観察をしていきましょう。
＜SST評価検討＞
・Aユニット
拒否無く全員参加し取り組まれている。

・Bユニット

　　金山　辰巳様～参加促しにも拒否あり不参加。

　

＜ぴあサポートミーティング評価＞
参加者：中山　真由美様、松川　順子様、大久保　恵様、松村　真衣様
＜テーマ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

退院後の不安について
＜患者様からの意見＞

・中山　真由美様

　退院後また入院してしまうかもっていうのがずっと頭をよぎってしまうとのこと。前回の退院時では訪問看護を利用していたが訪問されるたびに睡眠状況、精神状況、食事摂取等を質問されてしまい次第に自分の事が分からなくなってしまった、きっと考えすぎたんだと思うと振り返られている。

友達とも年齢的に疎遠になってしまって身近に相談出来るのは妹のみと話される。入院中はスタッフが近くにいるから安心んだけど退院したら相談する少ないから不安と話されている為どうしても不安な時は病院に電話しても良いのではと説明すると安堵されている。

・松村　真衣様

　2月13日退院予定となっている。退院後は青陽館を利用しながら生活予定。入院中に見学実施したがまだどんな事を行うのか不安で退院後のイメージがつかないと話されている。家事やデイケアの送迎も母様がしてくれるため家庭内での不安は無いとのこと。

・大久保　恵様

　入院前は状態が悪くなった際自分で救急隊に電話をかけ搬送されたりもしたため、今回退院した時も体調悪くなったらどうすればいいか分からないと話される。自己判断する前に母様に連絡し一緒に考えてみてはどうか説明すると「確かに前はすぐ救急車呼んでたからそうする」と理解得られている。今後利用予定のデイケアは以前も通っていた為友達は沢山おり相談する人はいると笑顔で話されている。

・松川　順子様

どこで生活するのか、家事はどうすればいいのか考えれば不安が沢山出てくると話す。前回はお弁当は頼んだものやお惣菜を買ったり、洗濯と入浴はデイケアで出来ていた。お金の管理はアップルハートを利用していた為今回も利用したいと希望聞かれている。

